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芹沢長介東北大学名誉教授（1973年

12月14日撮影）のご好意による提供

　
京
都
大
学
名
誉
教
授
、
文
学
博
士
、
小
林
行
雄
先
生
は
、
平
成
元
年
二
月

二
日
午
前
五
時
五
十
六
分
、
結
腸
癌
の
た
め
京
都
市
左
京
区
の
病
院
で
永
眠

さ
れ
た
。
享
年
七
十
七
歳
。
こ
こ
に
謹
ん
で
哀
悼
の
意
を
捧
げ
る
。
戒
名
は

樗
厳
院
徹
翁
行
然
居
士
。
徹
は
一
徹
か
ら
。

　
博
士
は
明
治
四
十
四
年
八
月
十
八
日
、
神
戸
市
に
お
生
れ
に
な
り
、
兵
庫

区
の
楠
小
学
校
を
卒
業
、
兵
庫
県
立
第
一
神
戸
中
学
校
に
入
学
、
第
四
学
年

に
は
化
石
の
採
集
に
歩
か
れ
、
第
五
学
年
に
な
る
と
遺
跡
歩
き
と
遺
物
の
採

集
に
か
わ
ら
れ
、
当
時
明
石
に
居
住
し
て
い
た
直
良
信
夫
の
手
ほ
ど
き
に
よ

っ
て
考
古
学
の
世
界
に
は
い
ら
れ
た
。
昭
和
四
年
四
月
神
戸
高
等
工
業
学
校

建
築
科
に
入
学
さ
れ
た
が
、
弥
生
式
土
器
の
研
究
を
目
指
さ
れ
、
七
年
三
月

卒
業
と
と
も
に
建
築
科
副
手
と
な
ら
れ
て
か
ら
も
、
そ
の
研
究
を
続
け
ら
れ

た
。
ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、
考
古
学
界
に
新
し
い
研
究
法
を
導
入
し
つ
つ
あ
っ

た
森
本
六
爾
と
出
会
い
、
弥
生
式
時
代
研
究
の
基
礎
と
な
る
多
く
の
論
文
を

相
次
い
で
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
一
連
の
研
究
が
京
都
大
学
考
古
学
講
座
の
濱

田
耕
作
教
授
に
認
め
ら
れ
て
、
昭
和
十
年
八
月
に
京
大
文
学
部
助
手
と
な
ら

れ
、
二
十
八
年
四
月
講
師
、
四
十
九
年
十
一
月
教
授
、
五
十
年
四
月
一
日
停

年
退
職
さ
れ
、
同
二
日
名
誉
教
授
と
な
ら
れ
た
。
こ
の
間
に
史
学
研
究
会
の

評
議
員
と
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。

　
『
史
林
』
に
発
表
さ
れ
た
考
古
学
関
係
の
論
文
の
な
か
で
、
小
林
博
士
の

「
古
墳
の
発
生
の
歴
史
的
意
義
」
（
第
三
十
八
巻
第
一
号
、
昭
和
三
十
年
一

月
）
ほ
ど
、
多
く
の
研
究
者
に
精
読
さ
れ
、
ま
た
引
用
さ
れ
た
論
文
は
な
い

で
あ
ろ
う
。
伝
世
鏡
論
と
同
箔
鏡
論
を
基
礎
と
す
る
、
日
本
の
古
代
王
権
の

成
立
状
況
の
究
明
に
つ
い
て
、
考
古
学
的
方
法
の
可
能
性
を
大
き
く
拡
大
し

た
論
文
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
『
史
林
』

に
発
表
さ
れ
た
古
墳
時
代
に
関
す
る
論
文
を
中
心
に
ま
と
め
た
『
古
墳
時
代

の
研
究
』
に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十
七
年
三
月
に
京
都
大
学
よ
り
文
学
博
士
の

学
位
を
受
け
ら
れ
た
。

　
博
士
は
ま
た
、
研
究
の
進
め
方
に
つ
い
て
も
、
二
つ
の
重
要
な
モ
デ
ル
を

示
さ
れ
た
。
一
つ
は
集
成
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
発
掘
報
告
書
の
体
裁
で
あ

る
。
集
成
な
し
に
遺
物
の
研
究
を
進
め
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
有
用

な
集
成
を
呈
示
す
る
こ
と
は
か
な
り
む
ず
か
し
い
。
昭
和
十
三
年
に
東
京
考

古
学
会
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
弥
生
式
土
器
聚
成
図
録
・
正
編
』
は
、
「
美
術

の
遺
物
を
た
だ
一
つ
見
た
る
も
の
は
何
者
を
も
見
ず
、
千
を
見
た
る
も
の
に
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し
て
始
め
て
一
つ
を
見
る
」
と
い
う
格
言
を
実
行
に
移
し
た
も
の
で
あ
る
。

美
術
の
遺
物
で
も
考
古
学
の
遺
物
で
も
、
こ
の
場
舎
、
同
様
で
あ
ろ
う
。
そ

の
増
補
改
訂
版
七
も
い
う
べ
き
『
弥
生
式
土
器
集
成
』
四
部
も
、
昭
和
三
十

三
年
か
ら
四
十
三
年
に
か
け
て
多
く
の
研
究
者
の
協
力
の
も
と
で
刊
行
さ
れ
、

『
大
和
唐
古
弥
生
式
遺
跡
の
研
究
』
と
と
も
に
、
弥
生
文
化
研
究
の
基
本
文

献
に
な
っ
て
い
る
。
唐
馬
の
報
告
書
は
、
弥
生
遣
様
の
報
告
書
の
モ
デ
ル
で

も
あ
る
。
古
墳
に
か
ん
し
て
は
、
『
福
岡
県
糸
島
郡
一
貴
由
村
田
中
銚
子
塚

古
墳
の
研
究
』
（
昭
和
二
十
七
年
中
が
、
発
掘
報
告
書
の
第
二
次
大
戦
後
に

お
け
る
モ
デ
ル
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
発
掘
に
よ
っ
て
開
ら
か
に
さ
れ
た
事

実
を
記
述
す
る
前
篇
と
、
そ
の
事
実
に
関
連
す
る
同
種
の
遺
構
や
遺
物
に
つ

い
て
の
考
察
お
よ
び
全
体
の
結
語
と
も
い
う
べ
き
年
代
論
か
ら
な
る
後
篇
と

か
ら
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
博
士
に
よ
る
と
、
こ
れ
は
滋
賀
県
鴨
稲

荷
山
古
墳
の
報
告
を
模
範
と
し
た
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
博
士
は
日
本
考
古
学
だ
け
で
は
な
く
、
大
陸
の
考
古
学
に
つ
い
て
も
重
要

な
業
績
を
残
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ
が
、
京
都
大
学
文
学
部
か
ら
、
田
村
実
造

博
士
を
隊
長
と
し
て
昭
和
十
四
年
に
派
遣
さ
れ
た
、
遼
代
陵
墓
の
調
査
の
報

告
で
あ
る
。
そ
れ
は
考
古
学
の
分
野
だ
け
で
は
な
く
、
壁
画
や
切
賃
文
字
を

も
含
ん
で
い
て
、
美
術
史
、
文
献
史
、
言
語
学
な
ど
の
研
究
に
も
重
要
な
資

料
を
提
供
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
優
れ
た
業
績
を
も
り
込
ん
だ
研
究
報

告
書
『
慶
陵
－
東
モ
ン
ゴ
リ
ア
に
お
け
る
形
代
帝
王
陵
と
そ
の
壁
画
に
関
す

る
考
古
学
的
調
査
報
告
』
2
巻
（
昭
和
二
十
七
・
八
年
）
は
、
田
村
博
±
と

と
も
に
昭
和
二
十
八
年
度
朝
日
賞
と
昭
和
二
十
九
年
度
日
本
学
士
院
恩
賜
賞

を
受
け
ら
れ
た
。
博
士
の
こ
れ
ら
の
優
れ
た
業
績
は
、
厳
密
な
発
掘
の
進
め

方
と
そ
の
用
意
周
到
な
記
録
方
法
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
報
告
書

作
製
の
時
点
で
、
そ
れ
ら
の
記
録
類
を
い
か
に
使
う
か
を
、
あ
ら
か
じ
め
考

慮
し
た
図
面
作
製
の
原
剣
と
写
真
撮
影
の
方
向
や
枚
数
な
ど
に
み
ら
れ
た
。

問
題
意
識
を
も
っ
た
体
系
的
な
発
掘
の
進
め
方
に
よ
っ
て
、
多
く
の
事
実
が

確
認
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
昭
和
二
十
年
代
に
確
立
し
た
そ
の
方
法
が
、
今
で

は
日
本
考
古
学
界
に
お
け
る
北
ハ
有
財
産
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。

　
博
士
が
調
査
方
法
を
ほ
ぼ
確
立
さ
れ
た
頃
、
昭
和
二
十
七
年
四
月
に
、
私

は
薪
三
回
生
と
し
て
京
都
大
学
文
学
部
考
古
学
研
究
室
へ
行
き
、
充
実
し
た

考
古
学
実
習
を
博
士
か
ら
受
け
る
こ
と
が
で
き
た
。
実
習
は
二
年
間
で
終
る

よ
う
に
計
画
さ
れ
て
い
て
、
最
後
の
課
題
は
遺
物
に
関
す
る
報
告
書
影
の
記

述
で
、
　
「
貴
山
銚
子
塚
古
墳
の
方
格
規
矩
四
神
鏡
が
あ
て
ら
れ
た
。
こ
の
鏡

の
背
文
は
明
瞭
な
の
で
、
当
然
図
版
に
な
る
写
真
に
見
え
な
い
、
あ
る
い
は

分
り
に
く
い
点
に
ほ
ぼ
限
っ
て
記
述
し
た
。
　
一
読
さ
れ
た
博
士
は
、
私
の
意

図
を
汲
み
と
っ
た
上
で
、
写
真
で
分
っ
て
も
文
章
に
よ
る
説
明
の
必
要
な
こ

と
を
注
意
し
て
下
さ
っ
た
。
ず
っ
と
後
に
授
業
を
担
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た

時
、
新
三
回
生
の
演
習
と
し
て
「
遺
跡
・
遺
物
の
観
察
と
記
述
」
を
始
め
た

の
は
、
こ
の
蒔
の
経
験
と
、
翌
昭
和
二
十
八
年
の
梅
原
教
授
に
よ
る
演
習
と

か
ら
編
み
だ
し
た
も
の
で
あ
る
。
博
士
か
ら
考
古
学
の
進
め
方
に
つ
い
て
非

常
に
多
く
の
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ
い
の
で
、
若
い
研
究
者
に
も
そ
れ
ら
を

伝
え
た
い
と
思
っ
て
努
力
し
て
い
る
。

　
終
り
に
倒
し
ん
で
博
士
の
御
冥
福
を
お
祈
り
す
る
。
　
（
小
野
山
節
記
）
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